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令和４年度雨天時放流水質検査結果 

 

下水道法施行令第 12 条第 3 項に基づき、合流式下水道の雨天時放流水質検査

を行った結果、全ての処理区において、雨天時放流水質は暫定基準（生物化学

的酸素要求量（BOD）70mg/L 以下）に適合していた。 

 

表１．令和３年度雨天時放流水検査結果 

処理区 採水日 
降雨量※ 

(mm) 

BOD 平均水質 

(mg/L) 

水質基準 

（mg/L） 

新町 R5.2.10 23.0 30 70 

日明 R5.2.10 23.5 40 70 

北湊 R5.1.13～1.14 26.5 35 70 

皇后崎 R5.1.13～1.14 30.0 50 70 

※処理区内の総降雨量が 10mm 以上 30mm 以下の範囲の独立降雨（前後４時間が無降雨） 

 

表２．BOD 経年変化 

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 

新町 20 31 62 39 22 38 29 24 27 35 30 

日明 33 30 23 24 20 21 40 58 27 40 40 

北湊 31 35 25 29 26 45 42 49 40 61 35 

皇后崎 10 29 15 27 24 18 37 49 21 40 50 

 

【参考】下水道法に規定する放流水の水質の技術上の基準 

（１）雨水の影響が大きい時の水質基準（下水道法施行令第 6 条第 2 項） 

水質項目 水質基準 

BOD 40mg/L 以下（暫定基準 70mg/L 以下） 

・各処理区の吐口からの平均放流水質について基準を適用 

・降雨量が10mm以上30mm以下の雨水の影響が大きい時の独立降雨に適用（下

水の水質の検定方法等に関する省令第 3 条の 3）。 

・経過措置として、合流式処理区面積 1,500ha 以上の場合、令和 6 年 3 月

31 日まで暫定基準 BOD:70mg/L 以下が適用される。 

・水質検査は年 1 回以上実施（下水道施行令第 12 条第 3 項） 

（２）雨水の影響が少ない時の水質基準（下水道法施行令第 6 条第 1 項） 

・本年報「Ⅱ水質試験概要－６排水基準－別表第１」参照。 

・各浄化センターの放流水について基準を適用。 
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１　試料採取年月日

２　採取場所及び検体数 各浄化センターの放流水　　計6本

３　項目及び分析方法 下水試験方法(追補暫定版)等に準じて実施

４　調査結果 下表のとおり

新 町 日 明 曽 根 北湊

ノニルフェノール <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ビスフェノールＡ <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

4-t-オクチルフェノール <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

皇后崎第
一

皇后崎第
二

検出下限値 定量下限値

ノニルフェノール <0.1 <0.1 0.1 0.3

ビスフェノールＡ <0.01 <0.01 0.01 0.03

4-t-オクチルフェノール <0.1 <0.1 0.1 0.3

(単位：μg/L)

対 象 物 質

対 象 物 質

環境ホルモン類調査結果

令和4年10月21日
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ダイオキシン類測定結果 

 

 

1 目的 

「ダイオキシン類対策特別措置法」(第二十八条)に基づき、ダイオキシン類を測定す

るもの。 

 

2 試料採取月日 

令和 4 年 9 月 28 日 

 

3 採取場所 

浄化センター放流水（「ダイオキシン類対策特別措置法」の特定施設からの排水を受

け入れている浄化センター） 

 

4 測定結果 

すべて排水基準値（10pg-TEQ/L）以下であった。 

 

単位：毒性等量（pg-TEQ/L） 

浄化センター 測定結果 基準値 

日明 0.00043 

10 
北湊 0.00088 

皇后崎（第一処理施設） 0.0023 

皇后崎（第二処理施設） 0.00034 
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クリプトスポリジウム調査結果 

 

 

１ 目  的：クリプトスポリジウムの実態把握のため、各浄化センターの放流水について調査す

るもの。 

 

２ 採水場所：新町、日明、曽根、北湊、皇后崎（第一、第二処理施設） 

 

３ 測定方法：下水試験方法（追補暫定版）等に準じた方法により行った。 

 

４ 採 水 日：令和４年１２月７日（水） 

 

５ 調査結果 

 

（単位：個 /L） 

新 町 0 

日 明 0 

曽 根 0 

北 湊 0 

皇后崎 
第一処理施設 0 

第二処理施設 0 
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下水中の直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）の測定結果 

 

 

1. 目的：各浄化センターの処理場流入水及び放流水の直鎖アルキルベンゼンスルホン

酸及びその塩（LAS)について実態を把握するため測定を行った。 

 

2. 試料採取月日：令和 4 年 12 月 1 日 

 

3. 採取場所：各浄化センターの放流水 

 

4. 測定方法：環境庁告示第59号（昭和46年12月28日）付表12に準拠し、液体クロマト

グラフ質量分析法により測定を行った。 

 

5. 測定結果  

 

放流水               単位：mg/L 

浄化センター 測定結果 

新町 0.0004 

日明 0.0008 

曽根 0.0008 

北湊 0.0021 

皇后崎（第一処理施設） 0.0008 

皇后崎（第二処理施設） 0.0009 
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皇后崎浄化センター及び日明浄化センター修景用水水質調査結果

１　目的

２　皇后崎浄化センター第一処理施設

　下表のとおり。全て修景用水利用基準に適合している。

表　皇后崎浄化センター第一処理施設（洞海ビオパーク用水）の調査結果

測定項目 R4.6.15 R4.8.31 R4.11.16 R5.2.8
修景用水
利用基準

単位

水温 22.5 27.7 21.7 15.7 － ℃

大腸菌群数 26 110 140 1 1,000 CFU/100mL

濁度 0.5 0.3 1.0 0.8 2以下 度

ｐＨ 7.0 6.7 6.7 6.8 5.8～8.6

外観 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 不快でないこと

色度 7 6 6 8 40以下 度

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 不快でないこと

３　日明浄化センター

表　日明浄化センター（ビオトープ池補給水）の調査結果

測定項目 R4.6.15 R4.8.31 R4.11.16 R5.2.8
（参考）
修景用水
利用基準

単位

水温 23.4 28.2 22.6 16.7 － ℃

大腸菌群数 230 220 38 34 1,000 CFU/100mL

濁度 0.9 0.6 0.5 0.9 2以下 度

ｐＨ 6.7 7.1 6.9 6.9 5.8～8.6

外観 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 不快でないこと

色度 3 12 13 13 40以下 度

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 不快でないこと

　皇后崎浄化センター第一処理施設及び日明浄化センターでは、下水処理水の再生
水利用を促進するため、処理水を消毒、砂ろ過した後、皇后崎は洞海ビオパーク
（皇后崎第一）における修景用水、日明はビオトープ池の補給水として再利用して
いる。
　このため「下水処理水の再利用水質基準等マニュアル」に基づき、各修景用水の
水質を調査するもの。

　下表のとおり。なお、日明浄化センターのビオトープ池は生物処理水を循環利用
しており、ろ過水は補給水として使用している。
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有機フッ素化合物調査結果 

 

１ 目  的：有機フッ素化合物の実態把握のため、浄化センターの放流水について調査するもの。 

 

２ 採水場所：新町、日明、曽根、北湊、皇后崎（第一、第二処理施設） 

 

３ 測定方法：環水大水発第 2005281 号、環水大土第 2005282 号「水質汚濁に係る人の健康の保護

に関する環境基準等の施行等について（通知）」付表１等に準じた方法により行った。 

 

４ 採 水 日：令和５年１月２６日（木） 

 

５ 調査結果 

 （１）ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） 

（単位：ng/L） 

新 町 2.7 

日 明 12 

曽 根 1.4 

北 湊 45 

皇后崎 
第一処理施設 4.6 

第二処理施設 1.7 

 

（２）ペルフルオロオクタン酸（PFOA） 

（単位：ng/L） 

新 町 2.1 

日 明 3.4 

曽 根 2.2 

北 湊 16 

皇后崎 
第一処理施設 3.7 

第二処理施設 2.5 

 

（３）ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） 

（単位：ng/L） 

新 町 0.8 

日 明 7.4 

曽 根 6.0 

北 湊 25 

皇后崎 
第一処理施設 1.7 

第二処理施設 0.6 
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令和４年度 浄化センター放流水中マイクロプラスチック調査結果 

 

1 目的 

近年、海洋、河川等のマイクロプラスチック(以下 MP)による生態系への影響が社会

問題となっており、その発生源の 1 つとして浄化センターからの放流が指摘されている。

そこで、浄化センターの放流水中に含まれる MP の実態を把握するため調査を実施した。 

 

２ 調査地点 

（１）日明浄化センター 

 標準槽及び深槽系統の消毒槽で採取した試料を合算 

（２）皇后崎浄化センター 

 皇后崎浄化センター第一処理施設消毒槽及び第二処理施設放流口 

 

３ 試料採取日 

 令和４年１２月８日 

 

４ 試験方法 

（１）採水方法 

 目合 300μm プランクトンネットを使用 

（２）分析前処理    

 各試料を 0.1mm 目合の篩上に移し、30%過酸化水素水を加え、１週間酸化処理により

夾雑物を除去した。その後、実体顕微鏡下での観察により、MP の可能性がある全粒子

を拾い出した。 

（３）分析 

 拾い出した MP の可能性がある粒子について写真撮影を行い、画像解析ソフトを用い

て粒子の大きさを測定した。その後、フーリエ変換赤外分光光度計を用いて粒子のプラ

スチック種類を同定した。 

 

５ 試験結果 

MP 密度及び種類別密度 

試料名 
MP 密度

(個/m3)  

種類別密度(個/m3) 

PE PET PP PS 

日明浄化センター放流水 3.89 1.15 1.87 0.86  

皇后崎浄化センター 

(第一)放流水 
55.7 10.82 0.33 44.59  

皇后崎浄化センター 

(第二)放流水 
15.5 2.90 10.32 2.26  

 PE:ポリエチレン、PET:ポリエチレンテレフタラート、PP:ポリプロピレン、PS:ポリ

スチレン 
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６ 令和２年度調査との比較 

 令和２年度に同地点で MP 調査を実施しているため、その調査結果と比較すると、今

年度は MP 密度が 5～10 倍程度増加している。また、今年度調査では、日明、皇后崎第

二で PET（繊維状物（ポリエステル））の割合が高い。MP 量は季節や時間による変動が

考えられる。 

 

 令和４年度調査（令和４年１２月８日採取） 

試料名 
MP 密度

(個/m3)  

種類別密度(個/m3) 

PE PET PP PS 

日明浄化センター放流水 3.89 1.15 1.87 0.86  

皇后崎浄化センター 

(第一)放流水 
55.7 10.82 0.33 44.59  

皇后崎浄化センター 

(第二)放流水 
15.5 2.90 10.32 2.26  

 

 令和２年度調査（令和２年１２月１０日採取） 

試料名 
MP 密度

(個/m3)  

種類別密度(個/m3) 

PE PET PP PS 

日明浄化センター放流水 0.79   0.79  

皇后崎浄化センター 

(第一)放流水 
5.07 1.57 0.58 2.53 0.19 

皇后崎浄化センター 

(第二)放流水 
1.67 0.67  1.00  
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1  

2017(H29) 1 2021(R3) 12
5

(248 / )  
2  

1
SS

BOD- SS
0.2mg/ kg  

3  
2

100ml 100ml
50ml

25 l  

  
1 ( )  

MLSS
( 1) B C D 4,100 4,300 / mg

III V
A E 3,000 3,700 / mg

1

A B C D E
( m3/ ) 64 263 73 44 177 

 
(ha) 1,596 3,242 2,417 1,964 3,924 
(ha) 38 1,731 0 170 1,483 

(%) 2 35 0 8 27 
( ))

SS 
(mg/ L)

193 126 249 59 149
AT 48 32 37 42 23

2 1 1 3 1

BOD 
(mg/ L)

145 111 200 72 118
AT 75 57 71 69 50

1.9 1.3 1.1 2.2 0.8

COD 
(mg/ L)

98 74 125 54 85
AT 54 41 48 51 35

8.8 7.6 8.1 11 6.5

 
(mg/ L)

33 27 37 23 30
AT 22 20 22 20 15

7.6 12 11 11 9.6

 
(mg/ L)

3.8 2.8 4.5 2.2 3.2
AT 2.5 2.5 2.4 2.1 1.7

0.25 1.3 0.22 0.36 0.28
MLSS (mg/ L) 1,580 1,380 2,010 1,770 1,510
SRT ( ) 9.0 13 10 9.3 13

BOD- SS
 

(mg/ kg)

0.28 0.26 0.21 0.26 0.17
0.06 0.08 0.03 0.06 0.04
0.13 0.14 0.10 0.12 0.08

1 2 1  
3  

2
 

III  
Trachelophyllum

Litonotus
Chilodonella, Drepanomonas, 
Trochilia, Prorodon

IV  

Vorticella
Epistylis Opercularia, Zoothamnium
Aspidisca

Tokophrya Acineta, Podophrya, Sphaerophrya
Vaginicola

V  
( SRT)

Peranema
Entosiphon

Arcella
Pyxidicula
Euglypha Centropyxis, Difflugia
Amoeba A.Radiosa
Coleps Euplotes, Chaetospira, Spirostomum
Rotaria Philodina

Lepadella Colurella, Lecane, Monostyla
Chaetonotus Macrobiotus

Monosiga, Nais, Pleuromonas
Bodo
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Amoeba Amoeba
Epistylis  

Amoeba 1 Arcella

B C D E

IV

V - 1

1 3 5 7 911 1 3 5 7 911 1 3 5 7 911

2 

1 3 5 7 911

A

V - 2

/ ml

/ ml

/ ml

/ ml

200

400

600

800

Trachelophillum
Litonotus
III

2,000

4,000

6,000

8,000

Vorticella
Epistylis
Aspidisca
Tokophrya
IV

0

500

1,000

1,500

2,000

1 3 5 7 911

Coleps
Rotaria
Lepadella
Chaetonotus
V

1,000

2,000

3,000

4,000

Peranema
Entosiphon
Arcella
Pyxidicula
Euglypha
Amoeba

III

/ mg
1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

A B C D E

III IV V

1 SS
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Euglypha 1
1

 
Lepadella SV 2)

B 3 5
C 5 7  

  
5

 

 
1 2004 p.55- 56 
2)  1996 p.11,82- 86,126,133,140 

 
  

TEL 093- 581- 5662 E- mail daisuke_jinya01@city.kitakyushu.lg.jp

2017(H29)    2018(H30)    2019(R1)     2020(R2)     2021(R3)
B

2017(H29)    2018(H30)    2019(R1)     2020(R2)     2021(R3)
C3 V

} } } } }

} } } } } } } } }

} } }

}

}}} }

}

SVI

SVI

/ ml

/ ml

/ ml

/ ml

%

mg/ kg

ml/ mg

/ ml

5
3
1

/ ml

/ ml

/ ml

/ ml

/ ml

/ ml

%

mg/ kg

ml/ mg

/ ml

5
3
1

/ ml

/ ml

}} }} }

}

} }

} }
}
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